
一
九
七
〇
年
秋
、
チ
リ
大
統
領
選

挙
で
、
社
会
党
と
共
産
党
を
中
心

と
し
た
人
民
連
合
が
推
し
た
サ
ル

バ
ド
ー
ル
‐
ア
ジ
ェ
ン
デ
が
勝
利

し
た
。
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
は
社
会

主
義
を
合
法
的
に
め
ざ
す
と
宣
言

し
て
多
く
の
企
業
を
国
有
化
し
、

労
働
者
・
人
民
の
団
結
で
闘
い
を

進
め
た
。
し
か
し
、
社
会
主
義
の

可
能
性
を
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
資

本
側
の
執
拗
な
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
と

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し

て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る
露
骨

な
干
渉
に
よ
り
、
一
九
七
三
年
九

月
十
一
日
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
で
人

民
連
合
政
権
は
倒
れ
た
。
ア
ジ
ェ

ン
デ
大
統
領
を
は
じ
め
数
万
人
が

虐
殺
さ
れ
た
。
三
部
構
成
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
チ
リ
の
闘

い
』（
監
督
・
脚
本
＝
パ
ト
リ
シ

オ
‐
グ
ス
マ
ン
、
一
九
七
五
～
七

八
年
、
チ
リ
＝
フ
ラ
ン
ス
＝
キ
ュ

ー
バ
、
二
六
三
分
）
は
、
人
民
連

合
政
府
の
下
で
の
階
級
闘
争
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を

記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
映
像
は

ぶ
つ
切
り
も
多
く
、
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
多
く
の
情
報
を
補
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
す
ぐ
れ
た
記
録
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
時
代
の
証
言

者
に
な
ろ
う
と
し
て
カ
メ
ラ
を
反

革
命
勢
力
の
中
で
も
廻
し
、
資
本

主
義
を
の
り
こ
え
よ
う
と
し
た
ア

ジ
ェ
ン
デ
の
実
験
を
徹
底
的
に
観

察
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
映
像
と
し
て

記
録
さ
れ
た
の
か
、
簡
単
に
見
て

お
こ
う
。

第
一
部
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
反

乱
」（
一
九
七
五
年
、
九
六
分
）

は
、
一
九
七
三
年
三
月
の
国
会
議

員
選
挙
直
前
の
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
か
ら
は
じ
ま
る
。
支
持
率
が
拮

抗
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
与
党

の
人
民
連
合
は
三
六
％
か
ら
四
三

％
ま
で
支
持
を
伸
ば
す
が
過
半
数

を
と
れ
な
い
。
右
派
の
国
民
党
と

中
道
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
は
政

権
に
敵
対
し
、
国
会
の
権
限
を
使

っ
て
閣
僚
を
次
々
と
罷
免
し
、
ア

ジ
ェ
ン
デ
の
立
法
を
こ
と
ご
と
く

否
決
す
る
。
さ
ら
に
労
働
者
を
分

断
さ
せ
る
た
め
、
輸
送
業
者
や
小

売
業
者
、
そ
し
て
鉱
山
労
働
者
の

一
部
を
も
取
り
込
み
、
反
革
命
の

大
衆
行
動
に
う
っ
て
出
る
。
カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
生
は
そ
の
先
頭
に
立

っ
て
い
る
。
そ
し
て
六
月
二
十
九

日
、
軍
部
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
未
遂

事
件
が
お
こ
る
。

第
二
部
「
ク
ー
デ
タ
ー
」（
一
九

七
六
年
、八
八
分
）
は
、ク
ー
デ
タ

未
遂
事
件
の
あ
と
、
ア
ジ
ェ
ン
デ

政
権
が
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
と
の

妥
協
点
を
模
索
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
。
テ
レ
ビ
討
論
や
国
会
で

の
討
論
。
一
方
、
中
間
層
を
分
断

し
て
取
り
込
も
う
と
す
る
資
本
家

た
ち
の
必
死
の
努
力
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
業
者
た
ち
の

ス
ト（
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
）、富
裕
層

に
よ
る
反
人
民
連
合
市
民
デ
モ
、

一
番
裕
福
な
労
働
者
層
で
あ
る
鉱

山
労
働
者
や
個
人
商
店
に
対
す
る

現
金
バ
ラ
マ
キ
に
よ
る
抱
き
こ

み
。
つ
い
に
人
民
連
合
政
府
は
国

民
投
票
を
九
月
十
一
日
に
定
め
、

膠
着
状
況
の
打
開
を
図
ろ
う
と
す

る
。
そ
し
て
人
民
連
合
は
九
月
四

日
に
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
敢
行
す
る
。
首
都
サ
ン
チ
ャ
ゴ

の
目
抜
き
通
り
の
隅
々
ま
で
八
〇

万
人
の
デ
モ
隊
が
埋
め
て
い
る
映

像
は
圧
巻
で
あ
る
。
そ
し
て
九
月

十
一
日
、
反
革
命
ク
ー
デ
タ
。

第
三
部
「
民
衆
の
力
」（
一
九
七

八
年
、
七
九
分
）
は
、
第
一
部
と

第
二
部
の
時
期
に
「
民
衆
」
は
、

ど
う
闘
っ
た
の
か
、
を
記
録
し
て

い
る
。
何
を
「
創
造
」
し
た
の

か
、
と
い
っ
て
い
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
と
え
ば
資
本
側
が
工
場

経
営
を
放
棄
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

生
産
管
理
委
員
会
を
立
ち
上
げ

る
。
工
場
内
の
議
論
は
既
存
の
組

織
で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
新
し

い
組
織
（
映
画
の
な
か
で
は
Ｃ
Ｏ

Ｒ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
と
呼
ば
れ
、
連
絡
会
と

訳
さ
れ
て
い
た
）
を
作
り
出
す
。

製
品
に
は
、「
原
材
料
の
仕
入
れ
」

と
「
販
売
」
が
必
要
と
な
る
が
、

流
通
過
程
も
必
要
に
応
じ
て
「
創

造
」
す
る
。
各
工
場
間
の
生
産
調

整
を
す
る
組
織
を
立
ち
あ
げ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
業
者
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

に
対
抗
し
て
車
を
集
め
て
配
送
す

る
組
織
を「
創
造
」す
る
。小
売
業

者
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
に
は
、
新
し

い
配
給
組
織
を
「
創
造
」
す
る
。

そ
の
シ
ス
テ
ム
が
チ
リ
社
会
で
支

配
的
に
な
る
前
に
ク
ー
デ
タ
が
起

き
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
ま

で
出
版
さ
れ
た
チ
リ
人
民
連
合
に

関
す
る
書
物
か
ら
は
第
三
部
で
記

録
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
パ
リ
・

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
経
験
か
ら
学
ん
だ

こ
と
に
、
チ
リ
の
経
験
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
重
ね
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
、
改
め
て
考
え
た
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
映
画
を
教
材
と

し
て
活
用
す
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
日
本
公
開

は
こ
ん
な
に
も
遅
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。

【
井
野
茂
雄
】

（
東
京
・
渋
谷
の
ユ
ー
ロ
ス
ペ
ー

ス
で
九
月
十
日
か
ら
。
そ
の
後
各

地
で
上
映
予
定
）

映
画
　
　
『
チ
リ
の
闘
い
（』
ドｐ

‐キ
グュ
スメ
マン
ンタ
／リ
一ー
九／
七監
五督
〜・
脚七
本八
＝年
）

チ
リ
の
あ
の
偉
大
な
実
験
を
徹
底
的
に
観
察

映画『チリの闘い』より

思想運動　98６号　（２０16年９月１日）　より抜粋




